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Step5 予測シートを使って未来の数値を予測する
	 1	 予測シート

Excel 2016では、過去の数値の推移をもとに、未来の数値の傾向を予測する「予測シー
ト」という機能が用意されています。予測シートを使うと、未来の予測値が入った表とグラフ
を新しいシートに作成できます。
商品の出荷数を予測して在庫を管理したり、売上を予測して製造計画を立てたりする場合
に、予測シートを活用するとよいでしょう。

過去の数値を
もとに

未来の数値が
予測できる！

出典：�統計データ「貿易統計」
（関税ホームページ）日付 数値
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	 2	 予測シートの作成
予測シートの機能を使って、乗用車の輸出動向を予測しましょう。未来予測の終了日付は
2017年4月1日とし、信頼区間は60%に設定します。

フォルダー「付録4」のブック「Excel2016の新機能-2」を開いておきましょう。

①	表のB列に日付、C列に対応する数値がそ
れぞれ入力されていることを確認します。

②	セル範囲【B3：C18】を選択します。
③《データ》タブを選択します。
④《予測》グループの （予測シート）をク

リックします。

《予測ワークシートの作成》ダイアログボックス
が表示されます。
予測シートが折れ線グラフでプレビューされ
ます。
※過去の数値は青色の線、未来の予測値はオレンジ色

の線で表されます。

⑤	 （折れ線グラフの作成）が選択されて
いることを確認します。

⑥《予測終了》を「2017/4/1」に設定します。
※ をクリックすると、カレンダーが表示されます。
	 や をクリックして、目的の日付の月に切り替えた

後、日付をクリックします。
折れ線グラフの未来予測の終了日付が変更
されます。
⑦《オプション》をクリックします。
⑧《信頼区間》を「60％」に設定します。
⑨《作成》をクリックします。
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新しいシート「Sheet2」が作成されます。
⑩	過去の数値と未来の予測値が入った表と

折れ線グラフが作成されていることを確認
します。

※《予測シート》のメッセージが表示された場合は、《了
解》をクリックします。

※ブックに「Excel2016の新機能-2完成」と名前を
付けて、フォルダー「付録4」に保存し、閉じておきま
しょう。

STEP UP

	信頼区間の設定
グラフでは、予測の範囲がオレンジ色の細線で表されます。予測の上限値を「信頼上限」、予測の下限値
を「信頼下限」といい、信頼上限と信頼下限に囲まれた範囲が「信頼区間」です。信頼区間は、初期の設
定で95％になっています。信頼区間を小さくすることで、予測の範囲を狭めることができます。

STEP UP

	予測シートに縦棒グラフを作成する
《予測ワークシートの作成》ダイアログボックスの （縦棒グラフの作成）を選択すると、予測シートに
縦棒グラフを作成できます。

信頼上限

信頼下限

信頼区間
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Step6 新しいグラフを作成する	
	 1	 グラフ機能の強化

Excel 2016では、グラフ機能が強化され、階層構造のデータをグラフにする「ツリーマッ
プ」「サンバースト」、統計データをグラフにする「ヒストグラム」「箱ひげ図」、増減するデータ
をグラフにする「ウォーターフォール」の5つのグラフを新しく作成できるようになりました。

	1	 ツリーマップ
ツリーマップは、全体に対する各データの割合を長方形の面積の大小で表すグラフです。
作物の生産量や商品の販売数などの市場シェアを表現する場合によく使われます。

面積でデータの
大小を表現

1階層目
2階層目

対応する数値

	2	 サンバースト
サンバーストは、全体に対する各データの割合をドーナツの輪で表すグラフです。
地域別の人口比率や部署別の売上金額など、複数の階層があるデータの割合を比較する場
合によく使われます。

階層の各レベルが
1つのドーナツの輪

1階層目 3階層目
2階層目 対応する数値
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	3	 ヒストグラム
ヒストグラムは、データの出現頻度を表すグラフです。値軸にはデータ件数、項目軸には区間
を表示し、データの分布状態を表します。
人口や売上などの傾向把握や異常値の発見によく使われます。

区間ごと（5℃間隔）に
データ件数を集計

1年間の数値
出典：�統計データ「過去の気象データ」（気象庁）

ヒストグラムの一種として「パレート図」も作成できます。パレート図は、項目別に集計した
データを数値の大きい順に並べた縦棒グラフと、その累積値を折れ線グラフで表現した複
合グラフです。
商品の欠陥原因の分析など、品質管理の問題解決によく使われます。

数値の大きい順に並べた縦棒グラフと
累積値を折れ線グラフで表現
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	4	 箱ひげ図
箱ひげ図は、データのばらつきを表すグラフです。箱ひげ図で表現される長方形の箱とその
上下のひげは次の5つの値を示します。
ヒストグラムと同様、人口や売上などの傾向把握や異常値の発見によく使われます。複数の
項目で分析する場合に便利です。

最大値

最小値

中央値
下から3/4にあたる値

下から1/4にあたる値

区分ごとに受講者数の
データのばらつきを箱
ひげで表現

区分
受講者数

	5	 ウォーターフォール
ウォーターフォールは、データの増減を棒グラフで表します。グラフは値がプラスかマイナス
かがわかるように色分けされるので、増減を簡単に把握できます。
在庫や金融資産の推移を表現する場合によく使われます。

日付 増減する数値 データ増を表す データ減を表す




